






Two Cases of Lipoma Appeared in Oral Cavity
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エナメル上皮腫 5 2 7
線　　維　　腫 9 4 13
歯　　牙　　種 1 2 3
血　　管　　腫 3 4 7
多形性腺腫 2 2 4
脂　　肪　　腫 1 1 2
リンパ管腫 1 0 1
乳　　頭　　腫 2 4 6
骨異形成症 1 0 1
セメント質腫 0 1 1




9歳以下 6 6 12
10　歳　代 1 2 3
20　歳　代 0 3 3
30　歳　代 4 6 10
40　歳　代 3 4 7
50　歳　代 5 13 18
60　歳　代 11 14 25
70　歳　代 4 4 8
80歳以上 0 0 0
小　　計 34例 52例 86例
（八重垣ら）
重垣ら5）も表2に示すように本邦での文献による
脂肪腫51例中9歳までが2例，10歳代が3例，20
歳代が3例，30歳代が6例，40歳代が11例，50歳
松本歯学　8（1）1982
代が5例，60歳代が10例，70歳代が11例と40歳代
以降に多い事を示している．しかし，口腔内の脂
肪腫は幼小児にも見られ，川原ら15）が本邦におい
て渉猟した文献で14歳までの小児に発生した口腔
領域の脂肪腫は8例で，最小年齢は高橋ら14，の報
告した生後40日であった．症例1および2とも61
歳と56歳で，好発年齢に属すると思われる．
　性別は各文献により様々であるが，Geschikteri6）
は口腔内の脂肪腫460例中73％，Wakely　and
Somervillet7）は170例中68％が女性であったと報
告し，逆にHatziotis　7）は125例の口腔内の脂肪腫
のうち68例の54．4％が男性であるとし，そして
Berger18｝は2：1で男性に多いと報告している．
八重垣ら5｝による本邦51症例の統計では男性22
例，女性29例でやや女性に多い．しかし，その中
で線維性脂肪腫に関しては，Hatziotis　7）も口腔内
の線維性脂肪腫38例中22例が女性であったと報告
し，Dechaumel9）も線維性脂肪腫は女性に多かっ
たと報告している．本邦においても梶山ら8［が渉
猟した口腔内の線維性脂肪腫8例中6例が女性で
あったと報告している．
　脂肪腫の発育は一般に緩慢で，そのため来院ま
での期間は比較的長いとされている．症例1は無
痛性のため約半年，さらに症例2においては，6
年間も放置していた．口腔領域において最大の報
告例は，Smith20｝によれば17年間放置した結果，碗
豆大よりオレンジ大までになり重量3209までに
なった舌の脂肪腫であろう．本邦においては，飯
田ら2uが口腔底に発生した鷲卵大，重さ959の脂
肪腫を報告している．Lekkasら22｝は，咀噌障害も
柊痛も構音障害も無いため放置し，6ヶ月間で急
速に増大した一見巨舌症を思わせる長径9cmの
舌の脂肪腫を報告している．
　脂肪腫は組織学的には成熟した脂肪組織よりな
り，脂肪組織は線維性の結合組織索で分葉状に分
けられている．単純性脂肪腫の他に，線維組織の
多い線維性脂肪腫，脂肪組織成分と血管組織成分
よりなる血管性脂肪腫，粘液腫と脂肪腫の混在し
た粘液性脂肪腫，腫瘍組織内に化生骨組織が認め
られる化骨性脂肪腫などがあげられている．
Hatziotis　7）によれば，脂肪腫120例中単純性脂肪
腫71例で59．2％，線維性脂肪腫48例で40％，化骨
性脂肪腫1例で0．8％であった．また田中23｝によれ
ば，16例中単純性脂肪腫7例，線維性脂肪腫7例，
119
粘液性脂肪腫と化骨性脂肪腫が共に1例であった
という．
　一般に脂肪腫は皮下に発生する事が多く，硬度
は軟が多いとさ2Z．ており粘膜下に存在する場合
は，黄色の外観を呈する事から比較的診断は容易
である．しかし，症例1のように粘膜下深く存在
すると色調も正常な粘膜色を呈し，硬度も軟と言
うよりはやや弾性軟に近く嚢胞等との鑑別が必要
と思われる．なおHallvard24）は，硬度は線維組織
の量との割合により異なると述べている．症例2
においては，形態的にポリープ状を呈する線維腫
との鑑別が困難であった．
　治療は摘出で，手術操作も比較的簡単で術後も
機能障害など認めず予後は良好である．しかし稀
ではあるが，摘出後再発したり悪性化を示した報
告も認められる．山田ら25）が頬粘膜に発生し摘出
1年後に悪性化した症例を，またCorreiaら26）は
口腔底に発生し悪性化した症例を報告している．
　田中23｝は脂肪腫の成因として，①先天的内因，
②内分泌の失調，③神経ないし末梢神経との関係，
④結核症，⑤持続的刺激などがあると述べている．
その他Hallvandら24｝は，はっきりとはしていな
いが，腫瘍の新陳代謝が普通の脂肪組織とは異
なっているからだと述べた．武田27，も脂肪腫と正
常脂肪組織の違いについて，飢餓の際に正常脂肪
組織は宿主の代謝に利用されて消失するのに反し
て，脂肪腫のそれは利用されることなく腫瘍の縮
小をみないことが重要な差異であると述べてい
る．本邦における報告例を見ると，慢性刺激が誘
因となっているとの報告例が多く見られるが，’
MacGregorら28）はもし外傷が脂肪腫の発育に関
連した要素なら，この腫瘍はもっとしぽしば発生
すると述べている．症例1においては確定的では
ないが，欠損形態より考えて』欠損のため2の切
縁隅角による慢性刺激も一つの誘因として考える
事が妥当と思われる．また症例2においては，特
に原因と考えられるものは無かった．
結 語
　我々は62歳男性の右側舌縁前方％部に発生した
脂肪腫と，56歳女性の左側軟口蓋翼突鉤相当部に
発生したポリープ様脂肪腫の2例を経験した．ま
た症例1，2とも腫瘍摘出後現在まで再発傾向は
認められず，術後の機能障害もなく経過良好であ
120 伊地知他：口腔内に発生した脂肪腫の2症例
る．その概要をまとめて報告するとともに，脂肪
腫の口腔領域における発生頻度，好発部位，年齢，
経過などを文献的に考察した．
　稿を終わるにあたり，病理組織学的診断を頂い
た本学口腔病理学教室　枝　重夫教授に深く感
謝致します．
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